
総合的な学習の時間 実践記録（見本） 

〇／〇／〇 

〇学校名 

総教中学校 

〇学校教育目標 

 学校教育目標       自分らしく 共に 生きる ために 

目指す子ども像      学び続け、問い続け、心を耕し続ける生徒 

育成を目指す資質・能力 ・課題解決能力 ・コミュニケーション能力 

 

〇単元・学年・時期（コマｈ） 

「幸せ」3年・7月～12月（２５ｈ） 

 

〇目標（つけたい力） 

 今までの経験・体験を通して、幸せとは人とのつながりが大切であることを理解するとともに、自分の幸せに

関する課題を設定し、解決や検証方法などを考え、自らの将来や生き方に繋げる。（自分と向き合い未来を見つめ

る力） 

 

〇単元構想のプロセス 

例）管理職との打合せ・部会での協議・学年での生徒の実態把握・活動内容、展開の案出 

 〇３月に管理職と打ち合わせ 

 〇4月校内研修で自校の総合の大まかな計画を伝達。 

 〇6月部会で進捗状況の共有 

 〇7月研究主任・学年担当で展開の案出 

 〇7月学年会で内容の確認 

 〇毎週木曜日の学年会で各クラスの様子を共有、今後の流れの打ち合わせ。 

 〇毎月総合部会で悩みの共有とアドバイス 

 

〇単元構想 

時数 ねらい・内容 課題の設定 情報収集 整理・分析 まとめ・表現 添付資料 

１ 探究ガイダンス・自分の幸せは何？ 〇    PW① 

WS① 

２ 自分の幸せなもの・ことを深掘りして

みよう。 

〇    WS② 

３ 〇〇×幸せから問いを生み出そう。 〇    WS③ 

４ 問いの答えになる情報をあつめよう。  〇   WS④ 

５       

６       

７ ～

１２ 

各自検証  〇 〇   

       

       

       

単元全体を見通して、単元の目標を示すとともに、「探究課題

を踏まえた単元において中心となる学習対象や学習活動」「知

識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、

人間性」の４つの要素で作成する。 

この単元を作るにあたって、誰とどのよ

うに相談して作った（考えた）のか。 

同じ内容であれば、７～１２のようにつ

なげていただいてもよいです。 
配布資料があれば、同じフォルダーに

入れておいてください。 

毎時間終了後にコツコツ書いていただけると負担は軽減されると思います。 



１１       

１２       

１３       

１４       

１５       

１６       

１７       

１８       

１９       

２０       

 

 

〇実践記録（写真や生徒の成果物などを添付してください。） 

・使用ツールや外部団体 

  

・生徒の様子・反応 写真・参観メモなど 

  

〇成果 

 効果のあった手だて・活動・展開・発問・ツール・教員体制など 

 

 

 

〇課題 

 

 

 

何人かの振り返りや記録を写

真で残しておいてください。 

箇条書きで、具体的などの場面、どのような生徒の姿から効果的であったのかを記入。 

箇条書きで、具体的などの場面、どのような生徒の姿から効果的であったのかを記入。 

 

〇先生方の単元のフィードバックとして活用 

〇次年度に引き継いく資料として活用    など、 

 生徒の成果物と合わせて、記録として残していきましょう。 

単元の時間に合わせて、ご自由に増やしてください。 


